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発行済株式総数
株 主 数

10,470,000株（自己株式10,005株を含む）
3,384名

本 社

設 立
資 本 金
従 業 員 数
連結子会社

名古屋市中区葵一丁目23番14号
（全国56拠点／2本社、13支社、41営業所）
1979年6月1日
18億2千4百万円
連結：954名／単体：644名 （2012年3月31日現在）
株式会社キングスオート
株式会社バイクブロス
株式会社プロトリオス
株式会社グーオート
株式会社カークレド
株式会社プロトメディカルケア
株式会社プロトデータセンター
PROTO MALAYSIA Sdn. Bhd.
台湾寶路多股份有限公司
PROTO SINGAPORE Pte. Ltd.
SMT Media Pte. Ltd.
※宝路多（上海）広告有限公司と
　MTM Interactive Sdn. Bhd.は、
　現在清算手続き中です。

個人・その他 25.6％

金融商品取引業者 0.3％

外国法人等 27.5％

その他国内法人 37.3％

金融機関 9.3％

代表取締役社長

世界市場を視野に、常に挑戦し、変化し続ける企業

　2012年、当社は創業から35年を迎えます。
　創業来、当社では、世の中から必要とされる企業であり続
けるため、一貫して情報サービスの提供を通じて、挑戦・変化
し続けてまいりました。
　当社は、2010年からの企業目標として「グローバルカンパ
ニー」を掲げております。この目標に沿って、日本国内におい
ては、さらなる事業規模の拡大を目指すとともに、東アジア・
東南アジアを中心としたグローバル展開を積極的に進めてま
いります。
　国内市場では、これまで以上に顧客目線、すなわちユー
ザー・クライアントそれぞれの立場に立った商品・サービスの
提供を強化することによって、ユーザーの利便性を高め、当社
の主要クライアントである中古車販売店や医療・介護・福祉施
設等の経営を総合的に支援してまいります。その結果として、
ユーザーからの圧倒的な支持獲得ならびに業界の活性化を
実現することが、当社グループの持続的な成長に欠かせない
と考えております。
　世界市場への挑戦につきましては、2011年9月にMTM 
Multimedia Sdn. Bhd.（現PROTO MALAYSIA Sdn. Bhd.）
を子会社化したことに続き、2011年12月には台湾寶路多股
份有限公司、そして2012年5月にはPROTO SINGAPORE 
Pte. Ltd.を設立いたしました。今後、当社が培ってきたノウハ
ウを効果的に活用することにより、東アジア・東南アジアを軸
に世界市場への展開を推進してまいります。
　当社は、100年後も世の中から必要とされる企業であり続
けるため、今後も常に挑戦し、変化し続けてまいります。

2012年6月

（2012年3月31日現在）

大株主（上位10名）

株式分布状況

齊藤 実
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株式会社夢現 3,403

523

178

32.50%
5.00%

ビービーエイチ フィデリティ ロー プライスド ストック ファンド
（プリンシパル オール セクター サブポートフォリオ） 160 1.52%

横山 順弘 310 2.96%

1.70%

175 1.67%

モルガン スタンレー アンド カンパニー エルエルシー

170 1.62%

1

7

9

ザ チェース マンハッタン バンク エヌエイ ロンドン
エス エル オムニバス アカウント 266 2.54%

6
ノーザン トラスト カンパニー （エイブイエフシー） サブ
アカウント アメリカン クライアント
ザ バンク オブ ニューヨーク メロン アズ エージェント ビーエヌワイエム 
エイエス イーエイ ダッチ ペンション オムニバス 140016　

236 2.25%

8

4
横山 博一 520 4.96%3

持株数（千株）株主名 持株比率（％）

（注）上記出資比率は、自己株式（10,005株）を含めて計算しています。

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口）

証券コード：4298

株主の皆様へ株式情報

会社概要

見やすいユニバーサル
デザインフォントを採用
しています。

グローバルカンパニー
～世界市場に挑戦する会社～

企業目標 （2010年～2019年）

株主通信
第34期
2011年4月1日

 
2012年3月31日

～

（2012年6月1日現在）

物を売る事より 知恵、情報を通じて
人・企業と効果的な結び付きをし
社会に貢献することを事業の基本理念とする

経営理念

　当社の基本的な考え方は、人・企業とは世の中にあって、
また、その業界にあって真に必要とされることに価値観を持
つ、ということです。他人、他企業と同じことはしたくない。世
の中に人や物が溢れている中から、真に必要とされるために
は情報と知力が絶対の武器であり、多少のリスクがあっても
旺盛なチャレンジ精神とスピーディーな行動力で次代を切り
開き、大きく成長することに喜びを感じることができる価値
観を共有することが必要であると考えております。このため、
常に「独創性のある事業」を目指し、その結果として「魅力
ある企業」であり続けたいと考えております。
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株主の皆様へ

グローバルカンパニー
～世界市場に挑戦する会社～

企業目標 （2010年～2019年）

物を売る事より 知恵、情報を通じて
人・企業と効果的な結び付きをし
社会に貢献することを事業の基本理念とする

経営理念

　当社の基本的な考え方は、人・企業とは世の中にあって、
また、その業界にあって真に必要とされることに価値観を持
つ、ということです。他人、他企業と同じことはしたくない。世
の中に人や物が溢れている中から、真に必要とされるために
は情報と知力が絶対の武器であり、多少のリスクがあっても
旺盛なチャレンジ精神とスピーディーな行動力で次代を切り
開き、大きく成長することに喜びを感じることができる価値
観を共有することが必要であると考えております。このため、
常に「独創性のある事業」を目指し、その結果として「魅力
ある企業」であり続けたいと考えております。

代表取締役社長

世界市場を視野に、常に挑戦し、変化し続ける企業

　2012年、当社は創業から35年を迎えます。
　創業来、当社では、世の中から必要とされる企業であり続
けるため、一貫して情報サービスの提供を通じて、挑戦・変化
し続けてまいりました。
　当社は、2010年からの企業目標として「グローバルカンパ
ニー」を掲げております。この目標に沿って、日本国内におい
ては、さらなる事業規模の拡大を目指すとともに、東アジア・
東南アジアを中心としたグローバル展開を積極的に進めてま
いります。
　国内市場では、これまで以上に顧客目線、すなわちユー
ザー・クライアントそれぞれの立場に立った商品・サービスの
提供を強化することによって、ユーザーの利便性を高め、当社
の主要クライアントである中古車販売店や医療・介護・福祉施
設等の経営を総合的に支援してまいります。その結果として、
ユーザーからの圧倒的な支持獲得ならびに業界の活性化を
実現することが、当社グループの持続的な成長に欠かせない
と考えております。
　世界市場への挑戦につきましては、2011年9月にMTM 
Multimedia Sdn. Bhd.（現PROTO MALAYSIA Sdn. Bhd.）
を子会社化したことに続き、2011年12月には台湾寶路多股
份有限公司、そして2012年5月にはPROTO SINGAPORE 
Pte. Ltd.を設立いたしました。今後、当社が培ってきたノウハ
ウを効果的に活用することにより、東アジア・東南アジアを軸
に世界市場への展開を推進してまいります。
　当社は、100年後も世の中から必要とされる企業であり続
けるため、今後も常に挑戦し、変化し続けてまいります。

2012年6月



2010年4月1日から
2011年3月31日まで

2011年3月期

（単位：百万円）

売上高

売上原価（※）

売上総利益

販売費及び一般管理費

営業利益

経常利益

当期純利益

1株当たり当期純利益（円）

28,779

11,712

17,067

10,955

6,111

6,375

3,197

305.71

2011年4月1日から
2012年3月31日まで

2012年3月期

2010年4月1日から
2011年3月31日まで

2011年3月期
2011年4月1日から
2012年3月31日まで

2012年3月期

（単位：百万円）

営業活動によるキャッシュ・フロー
投資活動によるキャッシュ・フロー
財務活動によるキャッシュ・フロー
現金及び現金同等物の期末残高

3,896
△ 1,625
△ 996
12,476

（※）返品調整引当金戻入・繰入額を加味した数値です。 

（単位：百万円）

流動資産
固定資産
流動負債
固定負債
純資産
総資産

連結業績ハイライト

不動産事業 0.5％ その他事業 0.8％
生活関連情報 11.3％

自動車関連情報 87.3％

（百万円）
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連結業績 Goo鑑定の強化：(株）カークレド設立

セグメント別売上構成比

　当社では、ユーザーの中古車選びにおける安
心・信頼を一層高めるため、 第三者機関の基準
をもとに中古車の車両状態を鑑定する「Goo鑑
定（2012年4月に「Goo認定」より名称変更）」
サービスを展開しています。
　今後、 Goo鑑定サービスのより一層の強化を図っていくため、
2012年2月に、車両検査子会社である株式会社カークレドを設立
し、検査体制の強化・拡充に取り組んでいます。
　カークレドの設立により、今まで以上に
ユーザーの利便性を高めるとともに、クラ
イアントの経営を支援していきます。

海外市場への展開
　当社では、「グローバルカンパニー」の実現に向けて、東アジア・
東南アジアへの積極的な展開を進めています。
　2011年9月、マレーシアにおいて中古車情報誌や中古車関連情
報Webサイトの運営などを手掛けるMTM Multimedia （2012
年2月にPROTO MALAYSIAに社名変更）を子会社化しました。現
在、PROTO MALAYSIAでは、営業エリア拡大による取引社数の
拡大やIT商品の開発・販売による収益拡大を推進しています。営業
エリアについては、首都クアラルンプールから今後は主要エリアへ
と展開していきます。また、情報誌への広告掲載だけでなく、
「Goo-net」のノウハウを活用したIT商品の拡販を通じて取引社数
の拡大を図っていきます。
　

　2011年12月には、東アジア地域での事業展開を図るため、台湾
寶路多股份有限公司を設立し、現在、台湾での事業確立に向けた
市場調査を進めています。
　また、2012年5月には、PROTO SINGAPOREを設立し、アジア
展開における中核子会社として、自動車関連情報事業のグローバ
ル展開とインターネット関連事業の強化に取り組んでいきます。

自動車関連情報 : 売上高は26,704百万円（対前年同期比4.5％増）、営業
利益は7,272百万円（対前年同期比0.1％減）となりました。
生活関連情報 : 売上高は3,470百万円（対前年同期比32.6％増）、営業利
益は228百万円（対前年同期比24.0％減）となりました。
不動産事業 : 売上高は166百万円（対前年同期比8.1％減）、営業利益は
83百万円（対前年同期比20.1％減）となりました。
その他事業 : 売上高は240百万円（対前年同期比42.1％減）、営業利益は
149百万円の損失（前年同期実績は91百万円の損失）となりました。
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連結損益計算書 連結貸借対照表

連結キャッシュ・フロー計算書

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

TOPICS

5,846 6,002

●プロトコーポレーションのCSR活動
　当社では、東日本大
震災の被災地における
一日も早い復興を支援
するため、株主優待（選
べるカタログギフト）に
おいて、商品の一部を
変更し、日本赤十字社
を通じた被災地への義
援金の寄付を選択可能
にしています。

自動車鑑定書（イメージ）
Motor Trader Bike Trader

台湾寶路多股份有限公司

PROTO MALAYSIA Sdn. Bhd.

PROTO SINGAPORE Pte. Ltd.

Motor Trader （Webサイト）
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2010年4月1日から
2011年3月31日まで

2011年3月期

（単位：百万円）

売上高

売上原価（※）

売上総利益

販売費及び一般管理費

営業利益

経常利益

当期純利益

1株当たり当期純利益（円）

28,779

11,712

17,067

10,955

6,111

6,375

3,197

305.71

2011年4月1日から
2012年3月31日まで

2012年3月期

2010年4月1日から
2011年3月31日まで

2011年3月期
2011年4月1日から
2012年3月31日まで

2012年3月期

（単位：百万円）

営業活動によるキャッシュ・フロー
投資活動によるキャッシュ・フロー
財務活動によるキャッシュ・フロー
現金及び現金同等物の期末残高

3,896
△ 1,625
△ 996
12,476

（※）返品調整引当金戻入・繰入額を加味した数値です。 

（単位：百万円）

流動資産
固定資産
流動負債
固定負債
純資産
総資産

連結業績ハイライト

不動産事業 0.5％ その他事業 0.8％
生活関連情報 11.3％

自動車関連情報 87.3％

（百万円）
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連結業績 Goo鑑定の強化：(株）カークレド設立

セグメント別売上構成比

　当社では、ユーザーの中古車選びにおける安
心・信頼を一層高めるため、 第三者機関の基準
をもとに中古車の車両状態を鑑定する「Goo鑑
定（2012年4月に「Goo認定」より名称変更）」
サービスを展開しています。
　今後、 Goo鑑定サービスのより一層の強化を図っていくため、
2012年2月に、車両検査子会社である株式会社カークレドを設立
し、検査体制の強化・拡充に取り組んでいます。
　カークレドの設立により、今まで以上に
ユーザーの利便性を高めるとともに、クラ
イアントの経営を支援していきます。

海外市場への展開
　当社では、「グローバルカンパニー」の実現に向けて、東アジア・
東南アジアへの積極的な展開を進めています。
　2011年9月、マレーシアにおいて中古車情報誌や中古車関連情
報Webサイトの運営などを手掛けるMTM Multimedia （2012
年2月にPROTO MALAYSIAに社名変更）を子会社化しました。現
在、PROTO MALAYSIAでは、営業エリア拡大による取引社数の
拡大やIT商品の開発・販売による収益拡大を推進しています。営業
エリアについては、首都クアラルンプールから今後は主要エリアへ
と展開していきます。また、情報誌への広告掲載だけでなく、
「Goo-net」のノウハウを活用したIT商品の拡販を通じて取引社数
の拡大を図っていきます。
　

　2011年12月には、東アジア地域での事業展開を図るため、台湾
寶路多股份有限公司を設立し、現在、台湾での事業確立に向けた
市場調査を進めています。
　また、2012年5月には、PROTO SINGAPOREを設立し、アジア
展開における中核子会社として、自動車関連情報事業のグローバ
ル展開とインターネット関連事業の強化に取り組んでいきます。

自動車関連情報 : 売上高は26,704百万円（対前年同期比4.5％増）、営業
利益は7,272百万円（対前年同期比0.1％減）となりました。
生活関連情報 : 売上高は3,470百万円（対前年同期比32.6％増）、営業利
益は228百万円（対前年同期比24.0％減）となりました。
不動産事業 : 売上高は166百万円（対前年同期比8.1％減）、営業利益は
83百万円（対前年同期比20.1％減）となりました。
その他事業 : 売上高は240百万円（対前年同期比42.1％減）、営業利益は
149百万円の損失（前年同期実績は91百万円の損失）となりました。
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連結損益計算書 連結貸借対照表

連結キャッシュ・フロー計算書

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

TOPICS

5,846 6,002

●プロトコーポレーションのCSR活動
　当社では、東日本大
震災の被災地における
一日も早い復興を支援
するため、株主優待（選
べるカタログギフト）に
おいて、商品の一部を
変更し、日本赤十字社
を通じた被災地への義
援金の寄付を選択可能
にしています。

自動車鑑定書（イメージ）
Motor Trader Bike Trader

台湾寶路多股份有限公司

PROTO MALAYSIA Sdn. Bhd.

PROTO SINGAPORE Pte. Ltd.

Motor Trader （Webサイト）

プロト
コーポレー
ション
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http://www.proto-g.co.jp/

発行済株式総数
株 主 数

10,470,000株（自己株式10,005株を含む）
3,384名

本 社

設 立
資 本 金
従 業 員 数
連結子会社

名古屋市中区葵一丁目23番14号
（全国56拠点／2本社、13支社、41営業所）
1979年6月1日
18億2千4百万円
連結：954名／単体：644名 （2012年3月31日現在）
株式会社キングスオート
株式会社バイクブロス
株式会社プロトリオス
株式会社グーオート
株式会社カークレド
株式会社プロトメディカルケア
株式会社プロトデータセンター
PROTO MALAYSIA Sdn. Bhd.
台湾寶路多股份有限公司
PROTO SINGAPORE Pte. Ltd.
SMT Media Pte. Ltd.
※宝路多（上海）広告有限公司と
　MTM Interactive Sdn. Bhd.は、
　現在清算手続き中です。

個人・その他 25.6％

金融商品取引業者 0.3％

外国法人等 27.5％

その他国内法人 37.3％

金融機関 9.3％

代表取締役社長

世界市場を視野に、常に挑戦し、変化し続ける企業

　2012年、当社は創業から35年を迎えます。
　創業来、当社では、世の中から必要とされる企業であり続
けるため、一貫して情報サービスの提供を通じて、挑戦・変化
し続けてまいりました。
　当社は、2010年からの企業目標として「グローバルカンパ
ニー」を掲げております。この目標に沿って、日本国内におい
ては、さらなる事業規模の拡大を目指すとともに、東アジア・
東南アジアを中心としたグローバル展開を積極的に進めてま
いります。
　国内市場では、これまで以上に顧客目線、すなわちユー
ザー・クライアントそれぞれの立場に立った商品・サービスの
提供を強化することによって、ユーザーの利便性を高め、当社
の主要クライアントである中古車販売店や医療・介護・福祉施
設等の経営を総合的に支援してまいります。その結果として、
ユーザーからの圧倒的な支持獲得ならびに業界の活性化を
実現することが、当社グループの持続的な成長に欠かせない
と考えております。
　世界市場への挑戦につきましては、2011年9月にMTM 
Multimedia Sdn. Bhd.（現PROTO MALAYSIA Sdn. Bhd.）
を子会社化したことに続き、2011年12月には台湾寶路多股
份有限公司、そして2012年5月にはPROTO SINGAPORE 
Pte. Ltd.を設立いたしました。今後、当社が培ってきたノウハ
ウを効果的に活用することにより、東アジア・東南アジアを軸
に世界市場への展開を推進してまいります。
　当社は、100年後も世の中から必要とされる企業であり続
けるため、今後も常に挑戦し、変化し続けてまいります。

2012年6月

（2012年3月31日現在）

大株主（上位10名）

株式分布状況

齊藤 実

10

5

2
株式会社夢現 3,403

523

178

32.50%
5.00%

ビービーエイチ フィデリティ ロー プライスド ストック ファンド
（プリンシパル オール セクター サブポートフォリオ） 160 1.52%

横山 順弘 310 2.96%

1.70%

175 1.67%

モルガン スタンレー アンド カンパニー エルエルシー

170 1.62%

1

7

9

ザ チェース マンハッタン バンク エヌエイ ロンドン
エス エル オムニバス アカウント 266 2.54%

6
ノーザン トラスト カンパニー （エイブイエフシー） サブ
アカウント アメリカン クライアント
ザ バンク オブ ニューヨーク メロン アズ エージェント ビーエヌワイエム 
エイエス イーエイ ダッチ ペンション オムニバス 140016　

236 2.25%

8

4
横山 博一 520 4.96%3

持株数（千株）株主名 持株比率（％）

（注）上記出資比率は、自己株式（10,005株）を含めて計算しています。

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口）

証券コード：4298

株主の皆様へ株式情報

会社概要

見やすいユニバーサル
デザインフォントを採用
しています。

グローバルカンパニー
～世界市場に挑戦する会社～

企業目標 （2010年～2019年）

株主通信
第34期
2011年4月1日

 
2012年3月31日

～

（2012年6月1日現在）

物を売る事より 知恵、情報を通じて
人・企業と効果的な結び付きをし
社会に貢献することを事業の基本理念とする

経営理念

　当社の基本的な考え方は、人・企業とは世の中にあって、
また、その業界にあって真に必要とされることに価値観を持
つ、ということです。他人、他企業と同じことはしたくない。世
の中に人や物が溢れている中から、真に必要とされるために
は情報と知力が絶対の武器であり、多少のリスクがあっても
旺盛なチャレンジ精神とスピーディーな行動力で次代を切り
開き、大きく成長することに喜びを感じることができる価値
観を共有することが必要であると考えております。このため、
常に「独創性のある事業」を目指し、その結果として「魅力
ある企業」であり続けたいと考えております。
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